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１．はじめに

Å 2次元乱流は水平方向の運動スケールに比べ鉛直方向
の運動スケールが極めて小さいという特徴を持つ，惑星
大気の大規模な運動を理解するために有用であると考
えられ，研究されてきた．傾圧性，回転，地形性などの効
果を無視した2次元乱流は，渦がより大きな渦へと遷移
していくことなどが知られていた．

Å 回転球面上，つまりβ効果を考慮した2次元乱流は
Rhines(1975)によって初めて議論され，数値計算が行
われた．そこでRhines(1975)が行った数値計算を参考
に再計算を行い，β効果が2次元乱流に与える影響を調
べた．またRhinesスケールを紹介し，その性質を確認す
る．




